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教

育

随

想

「
少
年
の
健
全
な
成
長
を
願
っ
て
」

愛
知
県
岡
崎
警
察
署
長

警
視
正
　
加
藤
　
博
已
氏

羅
　
針
　
盤

「
先
達
の
心
」

矢
作
西
小
学
校
長

上
川
　
清
玄

こ
の
人
に
聞
く

「
な
ぜ
と
考
え
る
習
慣
」

元
国
連
職
員
　
川
島
　
敏
邦
氏

特

集一年
の
あ
ゆ
み

平
成
十
二
年
度
の
研
究
発
表
校

平
成
十
二
年
度
教
育
論
文
入
賞
者

ふ

れ

あ

い

「
心
の
奥
に
秘
め
ら
れ
た
も
の
」

愛
知
県
立
安
城
養
護
学
校

野
本
亜
香
根

師

弟

同

行

愛
知
県
教
育
振
興
会

古
橋
　
睦
典

細
川
小
学
校

菅
沼
　
和
子

フ
ォ
ト
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
岡
崎
の
教
育

学
習
発
表
会
（
明
治
四
十
四
年
）

紙

面

か

ら

小中連携教育 



3月号 教育随想／羅針盤

（2）

皆
様
に
は
、
平
素
か
ら
警
察
業
務
、
こ

と
に
少
年
警
察
活
動
に
は
多
大
な
お
力
添

え
を
賜
り
、
心
か
ら
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
最
近
の
少
年
非
行
は

�
豊
川
市
内
に
お
け
る
主
婦
刺
殺
事
件

�
広
島
県
に
お
け
る
高
速
バ
ス
ジ
ャ
ッ
ク
事
件

�
歌
舞
伎
町
に
お
け
る
ビ
デ
オ
店
爆
破
事
件

な
ど
「
十
七
歳
」
少
年
に
よ
る
「
い
き
な

り
型
」
の
凶
悪
事
件
の
多
発
を
始
め
、
少

年
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
強
盗
・
恐
喝
・
ひ
っ

た
く
り
事
件
等
が
連
続
し
て
発
生
し
、
少

年
に
よ
る
凶
悪
犯
罪
の
頻
発
が
ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
し
て
お
り
ま
す
。

昨
年
（
平
成
十
二
年
）
中
の
管
内
に
お

け
る
犯
罪
少
年
等
の
検
挙
は
三
一
九
人

で
、
罪
種
別
で
は
窃
盗
犯
が
多
く
、
次
い

で
粗
暴
犯
の
順
、
学
職
別
で
は
中
学
生
が

多
く
、
次
い
で
高
校
生
の
順
、
年
齢
別
で

は
十
六
歳
が
多
く
、
次
い
で
十
五
歳
の
順

で
あ
り
ま
し
た
が
、
内
容
的
に
は
暴
走
族

グ
ル
ー
プ
等
に
よ
る
傷
害
及
び
リ
ン
チ
事

件
等
の
発
生
が
目
立
ち
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
事
件
の
大

半
は
積
極
的
な
捜
査
へ
の
取
り
組
み
に
よ

り
解
決
を
み
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
検
挙
事
例
を
通
し

�
少
年
た
ち
の
規
範
意
識
及
び
モ
ラ
ル
の
低

下
が
急
激
に
進
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
か

�
そ
の
要
因
は
勿
論
少
年
自
身
に
起
因
す
る

も
の
が
あ
る
こ
と
は
否
め
ま
せ
ん
が
、
家

庭
及
び
少
年
を
取
り
巻
く
環
境
に
も
、
そ

の
原
因
が
深
く
根
ざ
し
て
い
る
の
で
は
な

い
か

と
痛
感
さ
せ
ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

総
務
庁
の
一
昨
年
（
平
成
十
一
年
）
の

調
査
に
よ
り
ま
す
と
、
子
供
が
何
を
し
て

い
る
か
わ
か
ら
な
い
（
三
六
・
八
パ
ー
セ

ン
ト
）、
子
供
の
躾
に
つ
い
て
で
き
る
だ

け
学
校
で
面
倒
を
見
て
ほ
し
い
（
三
八
・

二
パ
ー
セ
ン
ト
）
と
回
答
す
る
な
ど
、
親

の
躾
に
対
す
る
考
え
方
の
一
端
が
明
ら
か

に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
更
に
こ
う

し
た
傾
向
は
強
く
な
っ
て
い
く
も
の
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
少
年
を
取
り
巻
く
環
境
も
、
風

俗
環
境
が
、
そ
の
刺
激
性
を
増
々
エ
ス
カ

レ
ー
ト
さ
せ
る
と
と
も
に
、
覚
せ
い
剤
な

ど
の
薬
物
が
一
般
の
生
活
領
域
ま
で
入
り

込
ん
で
く
る
な
ど
少
年
を
非
行
に
陥
れ
る

要
素
が
溢
れ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
払
拭
す
る
た
め
に

は
、
関
係
各
位
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
得

て
そ
の
連
携
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
地

域
ぐ
る
み
に
よ
る
非
行
防
止
機
運
を
高
め

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

な
か
で
も
、
教
職
員
の
皆
様
は
教
育
の

場
を
通
じ
て
、
少
年
た
ち
と
接
触
す
る
機

会
の
多
い
立
場
に
ご
ざ
い
ま
す
。
日
ご
ろ

か
ら
少
年
の
健
全
育
成
に
努
め
て
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
非
行
の
兆
候
を
発
見
さ
れ

た
時
に
は
早
期
に
警
察
に
連
絡
を
し
て
い

た
だ
き
、
共
に
継
続
的
な
取
り
組
み
を
し

て
、
少
年
の
健
全
な
成
長
に
寄
与
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
か
と
う
　
ひ
ろ
み
）

「『
蜂
の
華
を
採
る
に
、
た
だ
華
の
味
わ
い

の
み
を
取
っ
て
、
色
香

し
き
こ
う

を
損
せ
ず
』
と
、

仏
典
に
も
載
っ
て
い
る
が
、
こ
う
し
た

心
根
の
人
間
を
育
て
て
欲
し
い
も
の
だ
」

師
と
も
仰
い
で
い
た
あ
る
ご
老
師
か
ら

言
わ
れ
、
爾
来

じ
ら
い

三
十
年
余
の
歳
月
が
過
ぎ

る
。
後
に
知
り
得
た
こ
と
で
あ
る
が
、
こ

の
一
句
は
入
寂
を
前
に
し
た
仏
陀
（
釈
迦
）

の
最
後
の
教
誨

き
ょ
う
か
い

の
中
の
、
五
欲
を
慎
む
こ

と
の
大
切
さ
を
述
べ
て
い
る
段
に
見
出
す

こ
と
が
で
き
る
。

さ
て
、
教
師
と
し
て
の
私
は
、
子
供
た

ち
の
こ
う
し
た
自
律
あ
る
人
格
形
成
に
ど

れ
だ
け
寄
与
で
き
た
か
を
問
わ
れ
る
と
、

は
な
は
だ
心
許
無
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な

い
。
と
も
す
る
と
、
自
分
に
も
で
き
て
な

い
こ
と
を
強
圧
的
言
辞
で
も
っ
て
押
し
つ

け
る
こ
と
に
終
始
し
て
い
た
だ
け
で
は
な

か
っ
た
か
と
。
こ
の
思
い
は
、
教
育
界
の

大
先
達
の
お
一
人
で
あ
る
大
村
は
ま
先
生

先
達
の
心

矢
作
西
小
学
校
長

上
　
川
　
清
　
玄

―教育随想―

少
年
の
健
全
な
成
長
を
願
っ
て

愛
知
県
岡
崎
警
察
署
長

警
視
正

加
　
藤
　
博
　
已



「
な
ぜ
と
考
え
る
習
慣
」

元
国
連
職
員

川
島
　
敏
邦
　
氏

ふるさとシリーズ―この人に聞く― No. 3 3 4

（3）

の
著
書
『
教
え
る
と
い
う
こ
と
』
の
次
の

一
節
に
触
れ
て
更
に
深
ま
る
。

「
人
に
世
話
を
や
か
れ
ず
、
教
室
に
は
い

つ
も
自
分
一
人
、
相
手
は
自
分
よ
り
も
年

の
小
さ
い
弱
い
人
ば
っ
か
り
と
い
う
ぐ
あ

い
で
、
し
か
も
子
供
が
ど
ん
な
喜
ん
だ
顔

を
し
て
い
て
も
、
そ
れ
に
惑
わ
さ
れ
ず
、

本
当
に
よ
い
仕
事
を
し
て
い
る
か
ど
う

か
、
厳
し
く
自
己
規
制
が
で
き
る
人
、
そ

れ
が
先
生
で
す
。
…
教
師
と
い
う
職
業
は
、

自
分
に
対
し
て
非
常
な
厳
し
さ
の
い
る
職

業
だ
と
思
う
ん
で
す
」
こ
こ
で
ハ
タ
と
老

師
の
お
言
葉
に
思
い
至
る
。
ま
ず
自
ら
行

ず
る
こ
と
に
お
い
て
こ
そ
、
と
示
し
て
い

た
だ
い
て
い
た
の
だ
と
。

二
十
一
世
紀
の
到
来
、
新
し
い
世
紀
の

幕
が
開
い
た
。
情
報
技
術
革
命
は
、
い
よ

い
よ
進
み
、
我
々
の
生
活
に
さ
ら
な
る

様
々
な
変
化
を
も
た
ら
す
で
あ
ろ
う
。
学

校
教
育
現
場
も
、
そ
の
埒
外

ら
ち
が
い

に
は
お
か
れ

て
い
な
い
。
し
か
し
、
学
校
教
育
の
究
極

の
ね
ら
い
は
人
を
育
て
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
不
易
で
あ
る
。

「
人
は
人
に
よ
り
て
人
と
な
る
」
の
至
言

も
あ
る
。
明
る
い
返
事
や
挨
拶
、
美
し
い

言
葉
遣
い
の
で
き
る
子
に
育
て
た
か
っ
た

ら
、
教
師
自
ら
が
そ
れ
を
為
す
こ
と
だ
と
、

多
く
の
先
達
は
言
う
。「
子
供
に
言
う
く

ら
い
の
こ
と
は
自
ら
為
す
よ
う
に
精
進
せ

よ
」
と
。

小
雨
が
降
り
、
寒
さ
も
一
段
と
身
に
し

み
る
一
月
、
鴨
田
の
お
宅
で
話
を
伺
っ
た
。

あ
ら
か
じ
め
お
送
り
し
た
月
報
「
岡
崎

の
教
育
」
を
見
な
が
ら
、
開
口
一
番
、

「
日
本
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
が
す
ぐ
に
年

齢
を
聞
き
た
が
る
の
は
な
ぜ
で
す
か
。」

人
を
年
齢
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
判
断

し
て
し
ま
う
危
険
性
を
考
え
て
の
こ
と
で

あ
ろ
う
。
国
連
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
し
て
偏
見

や
差
別
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
中
立
の
立

場
で
働
い
て
き
た
川
島
さ
ん
な
ら
で
は
の

お
言
葉
で
あ
っ
た
。

川
島
さ
ん
の
国
連
職
員
と
し
て
の
仕
事

の
始
ま
り
は
、
名
古
屋
に
あ
る
国
連
地
域

開
発
セ
ン
タ
ー
で
の
日
本
語
教
師
で
あ
っ

た
。
一
九
七
一
年
か
ら
九
五
年
ま
で
国
連

職
員
と
し
て
、
そ
の
う
ち
の
約
十
五
年
間

は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
活
躍
さ
れ
る
こ
と
と

な
る
。
そ
の
間
、
技
術
開
発
の
た
め
の
国

際
間
の
人
材
養
成
に
貢
献
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
人
材
養
成
の
要
望
な

ど
を
国
連
の
仲
立
ち
で
行
う
と
、
要
請
側

や
受
け
入
れ
側
が
共
産
圏
で
あ
ろ
う
と
、

資
本
主
義
の
国
で
あ
ろ
う
と
ス
ム
ー
ズ
に

い
く
と
の
こ
と
で
あ
る
。

日
本
人
の
国
際
機
関
職
員
は
九
九
年
に

は
一
〇
六
名
で
、
な
り
手
が
少
な
い
と
い

う
。
そ
の
国
際
機
関
職
員
（
国
際
公
務
員
）

に
な
る
た
め
に
は
、
大
学
院
修
士
以
上
の

実
務
経
験
が
あ
り
、
英
語
か
フ
ラ
ン
ス
語

で
仕
事
を
十
分
で
き
る
語
学
力
を
持
っ
て

い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、

「
広
い
視
野
で
も
の
を
見
て
、
い
つ
も
な

ぜ
と
考
え
る
習
慣
を
身
に
つ
け
る
こ

と
、
な
に
に
対
し
て
も
自
分
の
考
え
を

は
っ
き
り
表
現
で
き
る
力
が
必
要
で
す
。

こ
の
な
ぜ
を
常
に
意
識
さ
せ
る
こ
と
は

学
校
教
育
に
も
期
待
さ
れ
る
こ
と
で
す
。

も
っ
と
前
面
に
出
し
、
生
徒
に
考
え
さ

せ
る
機
会
の
多
い
授
業
を
組
み
立
て
る

こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。」

外
国
語
を
話
す
こ
と
が
多
か
っ
た
川
島

さ
ん
に
外
国
の
方
と
話
す
上
で
必
要
な
こ

と
を
お
尋
ね
し
た
。

「
言
葉
を
勉
強
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ

の
話
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の
文
化
を
勉

強
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
精
神
的
な
も

の
、
考
え
方
を
自
然
に
会
得
し
て
い
く

こ
と
で
す
よ
。
そ
の
論
理
で
話
を
し
な

い
と
相
手
に
通
じ
ま
せ
ん
よ
。」

小
学
校
に
英
語
の
授
業
が
導
入
さ
れ
る

こ
と
に
つ
い
て
は
こ
う
語
ら
れ
た
。

「
小
学
校
で
英
語
を
勉
強
す
る
の
は
悪
い

こ
と
で
は
な
い
が
、
リ
ス
ニ
ン
グ
に
ウ

エ
イ
ト
を
お
い
て
、
聞
か
せ
る
、
話
さ

れ
た
言
葉
に
耳
を
慣
れ
さ
せ
る
だ
け
で

い
い
と
思
う
。
聞
か
せ
て
お
い
て
、
そ

れ
を
集
積
し
て
中
学
校
に
上
が
れ
ば
い

い
の
で
す
。
子
供
と
い
う
の
は
、
あ
る

程
度
知
識
が
た
ま
れ
ば
自
然
と
話
し
た

が
る
の
で
す
か
ら
。」

優
し
い
口
調
で
話
さ
れ
る
の
で
あ
る

が
、
海
外
で
英
語
を
使
っ
て
仕
事
を
し
て

き
た
川
島
さ
ん
の
お
言
葉
に
は
迫
力
と
説

得
力
が
あ
る
。

現
在
は
岡
崎
市
国
際
交
流
協
会
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
委
員
会
の
委
員
長
を
務
め
、
日

本
語
教
室
、
通
訳
、
翻
訳
、
外
国
の
方
へ

の
情
報
提
供
な
ど
多
忙
な
毎
日
を
送
っ
て

み
え
る
。

こ
こ
岡
崎
に
も
国
際
化
の
波
は
押
し
寄

せ
て
い
る
。
そ
の
中
で
さ
ら
に
国
際
理
解

を
推
し
進
め
よ
う
と
す
る
た
め
に
川
島
さ

ん
の
存
在
は
大
き
い
。

ふるさとシリーズ

（

）

氏
　
　
名
　
か
わ
し
ま
　
と
し
く
に

住
　
　
所
　
鴨
田
町
字
広
元
二
一
七



４
・
１

・
児
童
育
成
セ
ン
タ
ー
開
始
　
梅
園
小
学
区
・
六
ツ
美
北
部
小
学
区

・
岡
崎
市
立
学
校
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
防
止
等
に
関
す
る
要
領
の
施
行

４
・
３

・
新
規
採
用
教
員
48
名
辞
令
伝
達
式

・
小
学
校
通
知
表
記
載
手
引
き
42
校
に
配
布

４
・
４

・
鈴
村
正
弘
元
教
育
長
逝
去
（
享
年
83
歳
）

４
・
20

・
現
職
教
育
委
員
会
総
会
（
竜
南
中
学
校
）

４
・
23

・
環
境
保
全
関
係
功
労
者
知
事
表
彰
　
功
労
賞
　
葵
中
学
校
生
徒
会

４
・
29

・
三
好
カ
ッ
プ
国
際
レ
デ
ィ
ー
ス
カ
ヌ
ー
大
会
（
〜
30
）

５
０
０
Ｍ
カ
ヤ
ッ
ク
ペ
ア
　
優
勝
　
新
香
山
中
学
校
　
藤
嶋
紋
　
鈴
木
理
恵

５
・
14

・
第
44
回
岡
崎
市
中
学
校
総
合
体
育
大
会
（
〜
６
・
４
　
水
泳
６
・
17
）

５
・
24

・
「
児
童
虐
待
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
」
公
布

６
・
１

・
養
護
教
諭
の
教
諭
（
講
師
）
の
兼
務
発
令

６
・
２

・
市
職
員
に
よ
る
「
学
校
で
環
境
教
室
」
が
開
始

６
・
６

・
２
０
０
０
年
子
ど
も
国
会
に
岩
津
中
学
校
生
徒
会
が
当
選

６
・
14

・
中
学
生
呼
和
浩
特
（
フ
フ
ホ
ト
）
市
訪
問
（
〜
22
）

７
・
１

・
岡
崎
市
個
人
情
報
保
護
条
例
及
び
岡
崎
市
情
報
公
開
条
例
施
行

・
市
制
84
周
年
記
念
式
典
（
市
民
会
館
）

教
育
功
績
者
表
彰
　
神
谷
　
信
治
氏
　
柴
田
　
　
清
氏
　
多
々
内
基
治
氏

中
根
　
松
夫
氏
　
羽
佐
田
　
清
氏

７
・
７

・
第
14
回
中
学
生
の
主
張
コ
ン
ク
ー
ル
（
せ
き
れ
い
ホ
ー
ル
）

７
・
20

・
第
53
回
岡
崎
市
中
学
校
市
長
杯
総
合
体
育
大
会
（
〜
22
）

７
・
21

・
岡
崎
市
小
学
校
球
技
大
会
（
〜
25
）

７
・
23

・
平
成
12
年
度
西
三
河
中
学
校
選
手
権
大
会
（
〜
28
）

７
・
26

・
夏
季
実
技
講
習
会
開
始
（
〜
８
・
２
）

７
・
27

・
第
38
回
岡
崎
市
小
学
校
水
泳
大
会
（
井
田
小
・
三
島
小
）

７
・
28

・
全
国
中
学
生
カ
ヌ
ー
大
会
（
〜
30
）

優
勝
　
新
香
山
中
　
川
島
慎
太
郎
　
　
２
位
　
新
香
山
中
　
斉
藤
　
礼
未

７
・
29

・
第
27
回
岡
崎
市
民
大
学
講
座
（
市
民
会
館
）

高
橋
千
劔
破
氏
（
７
・
29
）

茅
　
　
幸
二
氏
（
８
・
５
）

高
橋
　
晴
俊
氏
（
８
・
19
）

石
内
　
展
行
氏
（
８
・
26
）

竹
市
　
明
弘
氏
（
９
・
２
）

湯
川
れ
い
子
氏
（
９
・
30
）

７
・
29

・
第
54
回
愛
知
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会
（
〜
８
・
３
）

８
・
６

・
第
20
回
全
国
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
大
会

優
勝
　
男
子
30
・
30
Ｍ
　
東
海
中
　
鈴
木
　
貴
揮

優
勝
　
男
子
30
・
18
Ｍ
　
東
海
中
　
菅
沼
　
俊
介

８
・
７

・
第
22
回
東
海
中
学
校
総
合
体
育
大
会
（
〜
11
）

優
勝
　
陸
上
女
子
４
０
０
Ｍ
Ｒ
　
矢
作
中
（
白
石
・
岩
脇
・
次
田
・
日
下
部
）

優
勝
　
水
泳
男
子
１
０
０
Ｍ
背
泳
ぎ
　
矢
作
北
中
　
尾
崎
　
勇

優
勝
　
水
泳
男
子
４
０
０
Ｍ
Ｒ
　
竜
海
中
（
高
木
・
鈴
木
・
早
川
・
柳
）

８
・
17

・
平
成
12
年
度
全
国
中
学
校
体
育
大
会
（
〜
25
）

８
・
18

・
第
17
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
コ
ン
テ
ス
ト

最
優
秀
賞
　
常
磐
中
学
校
　
放
送
部

８
・
30

・
岡
崎
市
統
計
グ
ラ
フ
表
彰
式
（
福
祉
会
館
）

９
・
１

・
岡
崎
市
学
校
管
理
規
則
の
一
部
が
改
正
施
行

3月号 一年のあゆみ

（4）

一
年
の

あ
ゆ
み

・
リ
サ
イ
ク
ル
可
能
ご
み
の
回
収
開
始

９
・
８

・
学
校
栄
養
職
員
の
特
別
非
常
勤
講
師
と
し
て
の
任
用
開
始

９
・
９

・
第
67
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
（
東
海
北
陸
大
会
）

小
学
校
の
部
　
金
賞
　
矢
作
南
小
学
校

中
学
校
の
部
　
銀
賞
　
六
ッ
美
北
中
学
校

９
・
12

・
東
海
豪
雨
の
た
め
市
内
３
校
が
休
校
、
崖
崩
れ
被
害
２
校
、
学
習
に
支
障
が

あ
っ
た
児
童
生
徒
４
名

９
・
14

・
第
50
次
教
育
研
究
岡
崎
集
会
（
南
中
・
城
南
小
）

９
・
17

・
第
35
回
Ｃ
Ｂ
Ｃ
こ
ど
も
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
東
海
地
区
大
会

中
学
校
重
奏
の
部
　
サ
キ
ソ
フ
ォ
ー
ン
四
重
奏
　
最
優
秀
賞
　
岩
津
中
学
校

合
唱
の
部
　
最
優
秀
賞
　
六
ッ
美
北
中
学
校

９
・
23

・
第
37
回
吹
奏
楽
祭
（
市
民
会
館
）

９
・
23

・
第
53
回
全
日
本
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
中
部
大
会

同
声
合
唱
の
部
　
金
賞
　
六
ッ
美
北
中
学
校

９
・
30

・
第
39
回
小
学
校
陸
上
競
技
大
会
（
県
岡
崎
総
合
運
動
場
）

10
・
１

・
ご
み
袋
の
透
明
化
完
全
実
施

・
岡
崎
市
教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
（
市
内
60
校
と
教
育
委
員
会
の
イ
ン
ト
ラ

ネ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
）

10
・
２

・
ニ
ュ
ー
ポ
ー
ト
ビ
ー
チ
市
に
中
学
生
親
善
訪
問
（
〜
11
）

10
・
４

・
岡
崎
竜
城
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
に
よ
る
少
年
少
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
開
始

（
平
成
15
年
ま
で
）

10
・
７

・
中
村
巽
氏
市
政
顧
問
（
教
育
関
係
）
に
就
任

・
高
円
宮
杯
第
52
回
全
日
本
中
学
校
英
語
弁
論
大
会

優
秀
賞
　
城
北
中
学
校
　
石
井
　
　
淳

10
・
８

・
第
27
回
技
術
・
家
庭
科
作
品
展
（
中
央
総
合
公
園
武
道
館
）

・
第
47
回
理
科
作
品
展
（
中
央
総
合
公
園
武
道
館
）

・
第
32
回
岡
崎
市
中
学
校
新
人
総
合
体
育
大
会
（
〜
22

水
泳
９
・
２
）

・
第
67
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
学
校
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
（
東
海
北
陸
大
会
）

小
学
校
の
部
　
金
賞
　
矢
作
南
小
学
校

10
・
９

・
第
47
回
岡
崎
市
民
体
育
祭
（
中
央
総
合
公
園
）（
雨
天
の
た
め
中
止
）

10
・
17

・
岡
崎
市
伝
統
文
化
の
集
い
　
文
部
省
指
定
伝
統
文
化
教
育
推
進
事
業

「
ふ
る
さ
と
の
伝
統
文
化
発
表
会
」
細
川
小
学
校

10
・
18

・
第
44
回
愛
知
県
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル

10
・
21

・
第
18
回
岡
崎
創
意
く
ふ
う
展
（
岡
崎
商
工
会
議
所
）

10
・
24

・
第
42
回
英
語
ス
ピ
ー
チ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
せ
き
れ
い
ホ
ー
ル
）

10
・
25

・
第
28
回
生
徒
市
議
会
（
岡
崎
市
議
会
議
場
）

10
・
26

・
第
26
回
私
の
ア
イ
デ
ア
貯
金
箱
コ
ン
ク
ー
ル

郵
政
大
臣
賞
六
ッ
美
中
部
小
学
校
　
１
年
　
久
長
　
雅
幸

文
部
大
臣
奨
励
賞
　
連
尺
小
学
校
　
６
年
　
赤
松
　
史
織

10
・
28

・
第
37
回
造
形
お
か
ざ
き
っ
子
展
（
〜
29
）（
お
か
ざ
き
世
界
子
ど
も
美
術
博
物
館
）

10
・
29

・
第
31
回
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
陸
上
競
技
大
会

１
０
０
Ｍ
Ｈ
　
８
位
　
矢
作
北
中
学
校
　
１
年
　
濱
井
　
梨
沙
　

・
第
53
回
全
日
本
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル

中
学
校
同
声
の
部
　
金
賞
　
文
部
大
臣
奨
励
賞
　
六
ッ
美
北
中
学
校

�
全
国
中
学
生
カ
ヌ
ー
大
会
で
優
勝
し

た
新
香
山
中
学
校
の
川
島
君

�
環
境
保
全
関
係
功
労
者
知
事
表
彰
で
功

労
賞
に
選
ば
れ
た
葵
中
学
校
生
徒
会



一年のあゆみ No. 3 3 4

（5）

・
第
43
回
中
部
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル

優
秀
賞
　
矢
作
中
学
校

11
・
１

・
平
成
12
年
度
全
国
自
作
視
聴
覚
教
材
コ
ン
ク
ー
ル

中
学
校
部
門
　
優
秀
賞
　
「
駒
立
の
ぶ
ど
う
農
園
」

「
指
標
生
物
｜
水
質
の
証
人
た
ち
」

11
・
２

・
平
成
12
年
度
白
秋
祭
献
詩

特
選
　
福
岡
県
知
事
賞
　
福
岡
小
学
校
　
２
年
　
山
崎
　
優
治

11
・
３

・
第
49
回
東
海
三
県
英
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト

奨
励
賞
　
矢
作
北
中
学
校
　
大
見
　
桃
子

11
・
４

・
西
三
河
中
学
校
駅
伝
大
会
（
県
岡
崎
総
合
運
動
場
）

・
第
27
回
岡
崎
市
小
中
学
校
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
（
公
衆
衛
生
セ
ン
タ
ー
）

・
岡
崎
市
伝
統
文
化
の
集
い
　
文
部
省
指
定
伝
統
文
化
教
育
推
進
事
業

「
ふ
る
さ
と
の
伝
統
文
化
発
表
会
」
常
磐
南
小
学
校

11
・
８

・
学
校
保
健
大
会
（
公
衆
衛
生
セ
ン
タ
ー
）

11
・
10

・
第
31
回
博
報
賞
受
賞

矢
作
東
小
学
校

岡
崎
市
特
殊
教
育
部

11
・
12

・
第
35
回
Ｃ
Ｂ
Ｃ
こ
ど
も
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
中
部
日
本
決
勝
大
会

最
優
秀
賞
　
小
学
校
管
楽
合
奏
部
門
　
竜
美
丘
小
学
校

最
優
秀
賞
　
中
学
校
合
唱
部
門
　
　
　
六
ッ
美
北
中
学
校

11
・
15

・
文
部
省
指
定
「
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
に
よ
る
学
校
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
用
方
法

研
究
開
発
事
業
」
の
成
果
発
表
　
葵
中
学
校

11
・
17

・
教
育
長
に
藤
井
孝
弘
氏
就
任

11
・
18

・
第
28
回
教
育
文
化
賞
授
賞
式
（
せ
き
れ
い
ホ
ー
ル
）

杉
本
　
　
安
氏
　
八
木
　
辰
夫
氏
　
常
磐
南
小
学
校
雅
楽
・
太
鼓
ク
ラ
ブ

・
第
54
回
全
日
本
学
生
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
全
国
大
会

入
賞
　
竜
南
中
学
校
　
２
年
　
小
浜
　
千
裕

11
・
19

・
第
９
回
子
ど
も
伝
統
芸
能
祭
（
せ
き
れ
い
ホ
ー
ル
）

11
・
21

・
第
45
回
ソ
ニ
ー
教
育
資
金
贈
呈
校

優
秀
校
　
大
樹
寺
小
学
校
　
常
磐
中
学
校

優
良
校
　
六
ッ
美
西
部
小
学
校
　
東
海
中
学
校

11
・
23

・
第
28
回
岡
崎
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
（
岡
崎
市
民
会
館
）

11
・
26

・
第
49
回
愛
知
県
中
学
校
長
距
離
継
走
大
会
（
県
青
少
年
公
園
）

12
・
２

・
叙
勲
表
彰
者
合
同
祝
賀
会
（
竜
美
丘
会
館
）

12
・
15

・
学
校
体
育
賞
授
賞
式
（
中
央
総
合
公
園
武
道
館
）

12
・
25

・
第
27
回
冬
季
研
修
会
（
〜
26
）（
少
年
自
然
の
家
）

１
・
５

・
第
34
回
教
育
研
究
論
文
（
愛
知
県
）
に
原
田
真
弓
教
諭
（
六
ツ
美
西
部
小
学

校
）
が
最
優
秀
賞
受
賞

１
・
10

・
第
34
回
全
国
中
学
校
文
芸
作
品
コ
ン
ク
ー
ル

詩
・
歌
の
部
　
１
位
　
河
合
中
学
校
　
大
久
保
　
雅

１
・
16

・
全
国
交
通
安
全
功
労
団
体
表
彰
　
大
門
小
学
校

１
・
17

・
第
44
回
小
中
学
校
書
き
初
め
展
（
〜
21
）（
岡
崎
市
美
術
館
）

１
・
21

・
第
52
回
岡
崎
市
民
駅
伝
競
走
大
会

・
第
６
回
都
道
府
県
対
抗
男
子
駅
伝
競
走
大
会

優
勝
　
福
岡
中
学
校
　
畔
柳
　
拓
也

１
・
28

・
文
部
科
学
大
臣
賞
（
合
唱
の
部
・
重
唱
の
部
）
受
賞
　
六
ッ
美
北
中
学
校
合
唱
部

２
・
３

・
第
11
回
学
校
文
化
賞
受
賞
式
（
甲
山
会
館
）

２
・
13

・
講
堂
取
り
壊
し
作
業
開
始
・
新
倉
庫
完
了
　
男
川
小
学
校

２
・
16

・
第
36
回
読
書
感
想
文
・
感
想
画
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
（
福
祉
会
館
）

３
・
３

・
新
屋
内
運
動
場
完
工
式
　
連
尺
小
学
校

３
・
19

・
新
屋
内
運
動
場
完
工
式
　
愛
宕
小
学
校

３
・
31

・
「
岡
崎
の
教
育
史
要
Ⅴ
」
刊
行

�
ソ
ニ
ー
教
育
資
金
贈
呈
校
（
優
秀
校
）

に
選
ば
れ
た
大
樹
寺
小
学
校

�
東
海
中
学
校
総
合
体
育
大
会
で
優
勝

し
た
竜
海
中
学
校

�
各
校
で
進
む
耐
震
工
事

（
城
北
中
学
校
）

�
都
道
府
県
対
抗
男
子
駅
伝
競
走
大
会

で
優
勝
し
た
福
岡
中
学
校
の
畔
柳
君

�
教
育
文
化
賞
を
受
賞
し
た
常
磐
南
小

学
校
雅
楽
ク
ラ
ブ

�
全
国
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
大
会
で
優
勝
し

た
東
海
中
学
校
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
部



3月号

（6）

６
月
15
日

竜
　
海
　
中

教
科
指
導

自ら追究し、自己向上をめ
ざす生徒の育成
－教科学習を中心に－

“自己向上”を『生きる力の育成、実生活に
応用・発展できる学びの充実、自己教育力の
さらなる構築』と押さえ、生徒一人一人のも
つ総合的な力の一層の向上をめざす。

研究物　研究紀要　学習指導案綴
助言者　市内各教科指導員

６
月
20
日

東
　
海
　
中

教
育
全
般

自らの良さを自覚できる生
徒を目指して
－他とのかかわりを通して－

平成10年度に岡崎市教育委員会より研究委
嘱を受けた。本校では人とのかかわりを授業
で仕組み、学習を深化させることを重点に、
教科・道徳・総合の各領域で研究を進めた。

研究物　研究紀要　学習指導案
総合的な学習の時間の運用

講　師　千葉大学教授
天笠　茂先生

６
月
27
日

城
　
北
　
中

教
育
全
般

自ら学び主体的に生きる生
徒の育成
－マルメディアで広がる
情報交流－

インターネットやテレビ会議システムを中
心に、メディアを道具として使いこなし、豊
かな学力を育むマルチメディア教育の効果的
な指導のあり方について研究実践を重ねた。

研究物　紀要
学習指導案綴
実践ＣＤ－ＲＯＭ

10
月
20
日

矢
　
作
　
中

教
育
全
般

自らの生き方を考え明日を
拓く
－主体的な活動を通して－

平成10年度より生き方を重視した進路の学
習を柱に、教育全般で研究している。今年度
は特に、体験を軸に総合的な学習も取り入れ
「生きる力」を育む研究を実践している。

研究物　研究紀要
学習指導案綴

講　師　愛知教育大学教授
神谷孝男先生

10
月
31
日

六
　
南
　
小

総
合
学
習

生きる喜びを感じ、自ら学
ぶ子の育成
－総合的な学習（あおみの
時間）の試み－

子供たちに「生きる力」を育成することを
目標とし、研究の重点として『育てたい力の
構想』『学びの過程作り』『教師支援の工夫』
の３つに取り組み、研究実践を重ねた。

研究物　研究紀要　授業案綴り
学校と家庭を結ぶ学校だより

講　師　愛知教育大学助教授
寺本　潔先生

11
月
10
日

三
　
　
島
　
　
小

交
　
流
　
教
　
育

豊かに感じ、自ら考えを深
める子供の育成
－共に生きる力を育てる交
流のあり方－

平成 11・ 12年度にわたって委嘱された
「交流教育地域推進事業」の研究に取り組ん
だ。昭和54年度から継続してきた岡崎盲学校
との交流を基盤に、総合的な学習の時間の柱
として学年ごとに実践を重ねた。

研究物　研究紀要
指導案・授業案綴り

パネリスト 皇学館大学教授
松下　淑先生

岡崎盲学校長
伊藤澄男先生

岡崎市社会福祉協議会次長
小笠原盛久先生

６
月
30
日

根
　
石
　
小

学
校
図
書
館

心がふれあう読書指導
－学校の特色を生かした
総合的な学習の試み－

総合的な学習の一つの試みとして、担任に
よる読み聞かせを継続し、本好きな子を育て
ることで、一人一人に豊かな心と生きる力を
育むための研究実践を行ってきた。

研究物　研究紀要
読書の森（年間計画）
読書授業案綴

講　師　国立国語研究所長
甲斐睦朗先生

10
月
13
日

羽
　
根
　
小

教
科
指
導

楽しく学びながら、確かな
力をつける学習
－魅力ある活動と教師支援－

平成10年度に岡崎市教育委員会より、研究
委嘱を受け、国語と算数の基礎基本の教科指
導を具体的かつ実践的に進める研究を行って
きた。

研究物　研究紀要　学習指導案綴
講　師　広島大学助教授

難波博孝先生
愛知教育大学助教授
志水　廣先生

11
月
21
日

甲
　
山
　
中

教
科
指
導

生きる力を育む甲山教育の
創造
－生徒の思考力、判断力、
表現力、豊かな心を育む
教育活動の工夫－

生きる力を育む教育活動の工夫を軸として、
生徒が自ら学ぶ授業の工夫を行い、生きる力
にあふれる子供たちの育成をめざして研究実
践に取り組んだ。

研究物　研究紀要
学習指導案綴
資料集
座席表

講　師　市内教科指導員

11
月
29
日

矢
　
作
　
幼

教
育
全
般

子どもの健やかな成長を願
って
－家庭との連携を考える－

子どもの健やかな成長には、母親が子育て
を楽しいと感じることが大切である。子育て
会や親子読書ノート・抽出児の事例より、母
親支援のための研究実践を行なってきた。

研究物　研究紀要　公開保育指導案
講　師　岡崎女子短期大学教授

林　陽子先生

月
日

校
名

分
野 研　　究　　主　　題 研　　究　　概　　要 研　　究　　資　　料

平成12年度研究発表校
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個　人 共　同 合　計
小学校 92 9 101
中学校 45 8 53
合計 137 17 154

氏　名 学校名 教科領域 研　　究　　主　　題

寄田加津子 井　田 書　写 文字を正しく整えて書き書写の能力を生活に役立てられる子の育成

岩瀬　竜弥 竜　南 数　学 課題選択制を取り入れたティームティーチング

５年生部会
成田　隆行 三　島 総　合 豊かに感じ、自ら考えを深める子の育成

保健体育部
鈴木　　大 竜　海 保健体育 自らチャレンジし、運動の楽しみ方・学び方を身につけていく授業

２ 年 部 会
田村　康則 竜美丘 算　数

現職教育部
加藤　博史 岡　崎 特別活動

研　究　部
山田　一夫 六北部 総　合

交流活動研究部
野々山宣子 三　島 教育全般

研究推進部
守山　妙子 城　南 教育全般

美　術　部
長坂　博子 甲　山 美　術

研究推進部
森　　竜師 城　北 学習情報

３ 年 部 会
今枝　武司 城　北 総　合

２ 年 部 会
小川　規博 矢　作 総　合

現職教育部
荻須　文裕 東　海 教育全般

●個人研究の部
最優秀賞

優秀賞

●共同研究の部
最優秀賞

優秀賞

〈論文入賞者数〉

佳作

稲前　葉子 男　川 国　語 確かな読みから豊かな表現ができる子を目指して
田中　俊男 羽　根 国　語 楽しく学びながら確かな力をつける学習
坂部　展子 福　岡 国　語 感動を自分の言葉で表現できる子に
苅谷佳代子 矢作南 国　語 読解力を深め、自分の思いを表現する子の育成
坂元　　薫 六北部 国　語 確かなことばで生き生きと伝え合う子どもの育成
原田　康成 梅　園 社　会 郷土の英雄に誇りを持てる子供たちの育成
長谷川雄一 岡　崎 社　会 問題意識を持って粘り強く追究しながら心豊かな交流を果たす児童の育成
福田　忠大 竜美丘 社　会 問題意識を持ちながら追究し、生活に生かす力を育む社会科の授業
日置　正敏 本　宿 社　会 進んで追究し考える子供の育成
坂元　干城 矢作南 社　会 効果的な追求活動から反戦意識を高める子の育成
渋谷　昌彦 常　磐 算　数 自ら学び自ら考える力を育てる算数の授業
多田　一孝 上　地 算　数 自ら課題をつくり主体的に学ぶ子の育成
伊藤　悦子 緑　丘 理　科 主体的に問題解決できる子の育成
神谷　敦仁 大樹寺 理　科 自然事象に疑問を抱き、自ら解決していこうとする子の育成
坪井恵里子 緑　丘 生　活 自然や人と共生する喜びを体感できる生活科の授業の創造
斎藤優亜子 竜　谷 生　活 身近な人々とのふれあいから自分をさがし続ける子の育成
河上　咲子 城　南 生　活 思いや気付きを素直に表現し、活動に生かす子を求めて
斉藤　朋子 六西部 生　活 地域の中で自ら学び自己実現していく子の育成
吉田　靖子 広　幡 保健体育 みんなが楽しさや喜びを味わえる体育の授業
太田　悦子 藤　川 保健体育 身体表現から書くこと・話すことへの広がりを目指して
鈴木のり子 男　川 家　庭 家庭生活を見つめ家族への思いを大切にする子の育成
沓名　治美 緑　丘 特別活動 集団活動を通して自主性・協力性を育てる
山本　純子 矢作東 特殊教育 思いを伝え合う力を伸ばす指導
坂田　稲子 六中部 特殊教育 人と関わることのできる子をめざして
佐藤　孝子 六　名 総　合 感動体験を表現し社会に発信できる子
井上久美子 山　中 総　合 自然環境を大切にする心を育てる学習指導
三上美佐子 矢作東 総　合 確かで豊かな音声言語表現力を生かした授業
清水　範彦 六中部 総　合 自ら問題を見つけ、意欲的に追求する子の育成
加藤　嘉一 六南部 総　合 生きる喜びを感じ、自ら学ぶ子の育成
船越　　学 六西部 総　合 社会科を絡ませながら郷土を愛する心を育む総合的な学習の時間
佐々木八津子 城　南 教育全般 意欲を持って主体的に行動する子の育成
神谷あけみ 河　合 国　語 『積極的に表現の素材を求め、伝え合おうとする生徒』の育成を目指す国語科の授業
竹平　真仁 葵 社会 学ぶ楽しさを味わい、生き方を問う社会科の授業
山本　則夫 北 理　科 科学的な観点で自然現象を見つめ、ねばり強く課題を追究する生徒の育成
柴田　貴子 甲　山 音　楽 『想いを表情豊かに伝え、コミュニケーションのできる授業の創造』
中野渡善樹 南 保健体育 運動で自立できる生徒の育成
松井　昭宏 東　海 保健体育 互いに心を開き、共感できる体育の授業
畔柳　朋典 常　磐 保健体育 豊かな学力を育む常磐の小中連携教育
小川　有理 竜　南 保健体育 仲間と関わり、互いに高め合うダンスの学習
小田　英宣 六ツ美北 保健体育 運動欲求を持続し、自己実現をめざす体育の授業
伊藤　智美 竜　海 技術家庭 実践的・体験的な学習活動を通し、よりよい生活をめざす生徒の育成
本多みどり 城　北 英　語 国際社会に生きる生徒の育成
本郷　一毅 六ツ美北 道　徳 一人の人物に焦点を当てた総合単元的な道徳の授業
野口百合子 東　海 特別活動 共に生きる心を育てる特別活動の指導
津田　将宏 六ツ美 特別活動 自らの生き方・進路を考えられる生徒の育成

金田ともえ 根　石 国　語
岩瀬　裕美 広　幡 国　語
荒川　泰世 広　幡 国　語
丹羽　郁人 井　田 国　語
平国　亮子 福　岡 国　語
尾崎　和美 細　川 国　語
井上　昌子 矢作東 国　語
小川　美鈴 矢作東 国　語
大西　裕子 矢作東 国　語
柴田由美子 矢作東 国　語
杉浦久美子 矢作南 国　語
森下　成樹 矢作南 国　語
宮田美智子 北　野 国　語
成田　隆行 三　島 社　会
佐藤　浩司 大樹寺 社　会
小境　基生 北　野 社　会
堺　　正司 六西部 社　会
鈴木　勝久 梅　園 算　数
草次　眞人 羽　根 算　数
遠藤美保代 矢作東 算　数
小野田　勇 矢作南 算　数
加藤　　稔 六西部 算　数
児玉　洋行 羽　根 理　科
岩月　淳子 藤　川 理　科
天野　道晴 本　宿 理　科
川端　啓介 上　地 理　科
板倉　敏之 小豆坂 理　科
鈴木理栄子 梅　園 生　活
本多　教江 男　川 生　活
千賀しのぶ 六　名 生　活
山本　陽子 連　尺 生　活
武田　玲香 大　門 生　活
村田　里美 矢作西 生　活
前川あゆみ 六南部 生　活
杉村　定則 城　南 生　活
石田佳奈子 矢作南 音　楽
山口　泰代 本　宿 図　工
中野　信昭 六北部 保健体育
土屋　洋子 六西部 保健体育
森　みどり 矢作西 家　庭
草次　治代 大　門 道　徳
嘉森　　環 六北部 道　徳
柴田　秀夫 根　石 特別活動
鈴木　明美 広　幡 特殊教育
村田　貴志 梅　園 学習情報

清水　敦子 藤　川 学習情報
鈴木　玲子 恵　田 学習情報
佐藤　優美 大　門 図書館
川澄　敏子 男　川 学校保健
小久保　晃 根　石 総　合
西脇ゆうみ 男　川 総　合
鈴木　崇之 三　島 総　合
三浦　裕昌 広　幡 総　合
藤原千恵美 広　幡 総　合
浅井　絹恵 常磐東 総　合
渡辺　邦夫 常　磐 総　合
柴田　知子 矢作西 総　合
川本　祐二 小豆坂 総　合
宮地久美子 梅　園 教育全般
伊藤　聡子 矢作東 教育全般
河合由起子 城　北 国　語
豊永　晶子 北 書　写
岩下　英司 東　海 社　会
清水　隆史 河　合 社　会
深津　伸夫 葵 数　学
加藤　政幸 北 数　学

ú田　修義 美　川 理　科
柴田　昌一 葵 理　科
深谷　孝之 竜　海 美　術
早川　周宏 六ツ美北 美　術
市川　陽明 岩　津 保健体育
岩間　謙二 竜　南 保健体育
澤入　弘美 城　北 英　語
長瀬　千春 東　海 英　語
松野　卓郎 東　海 道　徳
清水　良隆 岩　津 道　徳
後藤　真司 北 道　徳
磯村　彰久 葵 特別活動
神谷　明良 矢　作 特別活動
蜂須賀靖幸 葵 特殊教育
岡田　幸夫 六ツ美 特殊教育
山田　義仁 葵 学習情報
小田　哲也 竜　南 学習情報
浅井　圭子 甲　山 図書館
荒河　昌吾 矢作北 生徒指導
岡　　秀之 矢　作 総　合
廣田　あい 六ツ美 総　合
早川　哲也 六ツ美 総　合
板倉　眞介 北 教育全般
淺野　博志 六ツ美北 教育全般

佳作

平成12年度教育研究論文入賞者

特殊教育部
内田　純子 井　田 特殊教育 自ら課題をもって活動する子の育成

現職教育部
片桐　　徹 六南部 総　合 生きる喜びを感じ、自ら学ぶ子の育成

現職教育部
金指由香里 広　幡 教育全般 学ぶ喜びが育つ授業

保健体育部
香川　恵美 矢作北 保健体育 生涯スポーツへの自立を目指した体育学習

特殊教育部
板垣　　登 竜　海 特殊教育 人と関わる能力を高める授業
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「
心
の
奥
に
秘
め
ら
れ
た
も
の
」

愛
知
県
立
安
城
養
護
学
校

野
本
亜
香
根

特
殊
担
任
未
経
験
の
私
が
養
護

学
校
で
二
度
目
の
冬
を
迎
え
た
。

今
年
度
は
小
学
校
四
年
生
の
担

任
。
自
閉
症
、
ダ
ウ
ン
症
、
発
達

遅
滞
の
五
人
が
ク
ラ
ス
の
メ
ン
バ

ー
で
あ
る
。
そ
の
中
の
一
人
Ａ
男

は
、
去
年
本
校
に
転
入
し
二
年
目

の
学
校
生
活
に
入
っ
た
。

昨
年
の
様
子
を
聞
く
と
、
な
か

な
か
友
達
の
中
に
入
れ
ず
行
事
に

つ
い
て
は
特
に
強
い
苦
手
意
識
を

持
っ
て
い
た
と
い
う
。
と
は
い
う

も
の
の
彼
な
り
に
少
し
ず
つ
変
化

は
現
れ
て
い
た
。
嫌
が
っ
て
い
た

駆
け
足
も
毎
朝
続
け
る
こ
と
で
に

こ
に
こ
し
な
が
ら
参
加
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
。
そ
の
成
果
を
出
し

た
運
動
会
で
は
、
緊
張
の
糸
が
切

れ
た
の
か
、
閉
会
式
で
大
き
な
声

を
出
し
て
泣
い
て
し
ま
っ
た
。

十
一
月
に
は
「
な
か
よ
し
ま
つ

り
」
に
向
け
て
の
活
動
が
始
ま
っ

た
。
絵
を
か
く
の
が
得
意
な
Ａ
男

は
魚
の
絵
を
か
い
て
看
板
作
り
を

手
伝
っ
た
。
ま
た
友
達
と
作
っ
た

お
知
ら
せ
の
紙
を
印
刷
す
る
た
め
、

彼
に
と
っ
て
は
新
し
い
世
界
で
あ

る
職
員
室
で
の
活
動
も
経
験
し
た
。

「
失
礼
し
ま
す
。
印
刷
機
を
使
い

ま
す
。」

と
見
知
ら
ぬ
先
生
に
話
し
か
け
る

こ
と
も
で
き
た
。
待
ち
に
待
っ
た

な
か
よ
し
ま
つ
り
。
そ
こ
に
は
Ａ

男
が
生
き
生
き
と
活
動
す
る
姿
が

あ
っ
た
。
閉
会
コ
ー
ル
の
後
、

「
終
わ
っ
ち
ゃ
っ
た
。」

と
何
度
も
繰
り
返
し
な
が
ら
泣
き

じ
ゃ
く
る
Ａ
男
。
そ
の
様
子
を
見

た
母
親
も
、

「
頑
張
っ
た
ん
だ
ね
。
こ
ん
な
こ

と
は
初
め
て
で
す
。」

と
驚
嘆
し
た
。
普
段
で
は
見
つ
け

ら
れ
な
い
Ａ
男
の
心
の
奥
を
垣
間

見
た
瞬
間
だ
っ
た
。

図
工
・
美
術
部
長
を
務
め
て
い
た

年
、
菅
沼
和
子
先
生
は
美
術
部
世

話
係
の
副
主
任
、
続
い
て
翌
年
に

は
主
任
に
推
挙
さ
れ
、
私
は
教
え

子
と
一
緒
に
岡
崎
の
美
術
教
育
に

携
わ
る
と
い
う
縁
に
恵
ま
れ
、
格

別
の
感
慨
を
得
た
も
の
で
す
。

中
学
校
当
時
の
和
子
さ
ん
は
利

発
で
、
何
事
も
真
剣
に
取
り
組
む

模
範
生
で
し
た
。
そ
し
て
何
よ
り

常
に
自
然
体
で
し
た
。

美
術
の
授
業
で
は
、
大
き
な
瞳

を
輝
か
せ
な
が
ら
、
私
の
説
明
を

一
言
一
句
洩
ら
す
ま
い
と
聞
い
て

い
た
こ
と
を
よ
く
覚
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
絵
画
、
彫
塑
、
デ
ザ

イ
ン
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
、
す
ぐ

れ
た
描
写
力
あ
る
い
は
、
感
性
や

創
造
性
に
あ
ふ
れ
た
作
品
を
制
作

し
て
私
を
感
激
さ
せ
た
も
の
で

す
。
そ
れ
ら
の
作
品
の
一
つ
が

「
造
形
お
か
ざ
き
っ
子
展
」
の
十

周
年
記
念
に
出
版
さ
れ
た
『
お
か

ざ
き
っ
子
の
造
形
』
に
木
彫
の
代

表
作
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
教
師
と
し
て
の
和

子
さ
ん
は
早
く
か
ら
す
ぐ
れ
た
指

導
力
を
発
揮
す
る
と
と
も
に
、
岡

教
組
の
女
性
部
長
に
選
ば
れ
た

り
、
女
性
役
職
者
に
抜
擢
さ
れ
る

な
ど
、
多
く
の
方
々
か
ら
全
幅
の

信
頼
を
得
ら
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ

は
和
子
さ
ん
が
中
学
時
代
か
ら
備

え
て
い
た
自
然
体
と
、
内
に
秘
め

た
知
性
と
情
熱
の
た
ま
も
の
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。
和
子
さ
ん
に
は

何
と
し
て
も
、
教
師
の
道
を
全
う

し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

て
、
と
て
も
大
き
な
存
在
だ
と
い

う
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
お
か
ざ

き
世
界
子
ど
も
美
術
博
物
館
の
設

立
に
奔
走
さ
れ
た
こ
と
や
、
お
か

ざ
き
っ
子
展
の
発
展
や
改
革
な
ど
、

退
か
れ
る
ま
で
本
当
に
私
た
ち
の

先
頭
を
切
っ
て
ぐ
い
ぐ
い
と
引
っ

張
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

御
退
職
記
念
の
画
文
集
『
ひ
こ

ば
え
』
を
見
る
と
、
先
生
が
そ
の

時
そ
の
場
所
そ
し
て
様
々
な
出
会

い
を
大
切
に
さ
れ
た
こ
と
が
よ
く

分
か
り
ま
す
。
人
と
し
て
の
魅
力

に
あ
ふ
れ
た
先
生
に
出
会
え
た
こ

と
が
私
の
財
産
で
す
。
ど
う
ぞ
い

つ
い
つ
ま
で
も
若
々
し
い
素
敵
な

先
生
で
い
て
く
だ
さ
い
。

自
然
体
の
内
に
秘
め
た

知
性
と
情
熱

愛
知
県
教
育
振
興
会

古
橋
　
睦
典

中
学
校
で
三
年
間
、
美
術
を
教

え
た
和
子
さ
ん
が
そ
の
後
、
美
術

教
師
の
道
を
選
ば
れ
、
現
在
す
ば

ら
し
い
活
躍
を
さ
れ
て
い
る
こ
と

は
私
の
大
き
な
誇
り
で
す
。

平
成
五
年
度
、
私
が
岡
崎
市
の

先
生
と
の
出
会
い
は

私
の
原
点

細
川
小
学
校

菅
沼
　
和
子

先
生
に
は
矢
作
中
学
校
で
三
年

間
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
先

生
は
、
全
校
の
憧
れ
の
存
在
で
し

た
。
若
く
、
背
が
高
く
、
バ
ス
ケ

ッ
ト
の
顧
問
で
、
英
語
が
ペ
ラ
ペ

ラ
な
ん
で
す
か
ら
。
授
業
は
明
る

く
ユ
ー
モ
ア
に
あ
ふ
れ
、
話
が
巧

み
な
の
で
誰
も
が
ひ
き
つ
け
ら
れ

る
時
間
で
し
た
。
当
時
は
電
車
で

通
勤
さ
れ
た
ら
し
く
、
学
校
へ
向

か
う
田
ん
ぼ
の
中
の
一
本
道
を
颯

爽
と
歩
い
て
い
か
れ
る
姿
が
、
今

で
も
鮮
や
か
に
思
い
浮
か
び
ま
す
。

美
術
の
作
品
づ
く
り
は
、
今
思

う
と
と
て
も
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
で
、

大
き
な
一
本
の
丸
太
を
の
み
を
使

っ
て
大
胆
に
彫
っ
て
い
く
こ
と
に

夢
中
に
な
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま

す
。
そ
の
後
私
が
美
術
の
先
生
に

な
っ
た
の
は
、
先
生
の
存
在
が
あ

っ
た
か
ら
と
い
う
の
は
間
違
い
あ

り
ま
せ
ん
。

就
職
し
て
か
ら
、
先
生
が
岡
崎

の
小
中
学
校
の
美
術
教
師
に
と
っ さ

っ

そ
う
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お知らせ◆
平
成
十
二
年
度
少
年
消
防
ク
ラ

ブ
員
防
火
作
品
展

市
長
賞
の
み

・
ポ
ス
タ
ー
の
部

六
中
小
四
年
　
田
中
淳
之
介

六
ッ
美
中
三
年

稲
垣
　
　
拓

・
習
字
の
部

附
属
小
六
年
　
澤
田
　
技
里

美
川
中
二
年
　
澤
田
　
　
恵

◆
第
四
十
五
回
県
自
作
視
聴
覚
教

材
コ
ン
ク
ー
ル

最
優
秀
賞
〈
ビ
デ
オ
部
門
〉

「
外
山
古
墳
｜
古
墳
が
語
り
か
け

て
く
る
も
の
」

自
作
教
材
制
作
委
員
会
Ａ
班
・
Ａ
Ｖ
Ｌ

優
秀
賞
〈
ビ
デ
オ
部
門
〉

「
き
れ
い
な
川
を
取
り
戻
す
の
は
誰
」

自
作
教
材
制
作
委
員
会
Ｅ
班
・
Ａ
Ｖ
Ｌ

「
ど
ぶ
ろ
く
祭
り
を
伝
え
る
」

自
作
教
材
制
作
委
員
会
Ｃ
班
・
Ａ
Ｖ
Ｌ

優
秀
賞
〈
Ｏ
Ｈ
Ｐ
教
材
部
門
〉

「
目
を
大
切
に
し
よ
う
」

美
川
中
　
　
浅
井
　
君
枝

「
物
語
文
｜
て
が
み
｜
」

矢
東
小
　
　
鷹
見
　
京
子

◆
第
三
十
五
回
こ
ど
も
音
楽
コ
ン

ク
ー
ル

・
合
唱
の
部

文
部
科
学
大
臣
奨
励
賞

六
ッ
美
北
中
学
校

・
重
唱
の
部

文
部
科
学
大
臣
奨
励
賞

六
ッ
美
北
中
学
校

◆
第
三
十
六
回
岡
崎
市
小
中
学
校

読
書
感
想
文
・
感
想
画
コ
ン
ク
ー
ル

市
長
賞
（
読
書
感
想
文
）

六
南
小
三
年
　
大
島
　
優
美

竜
美
丘
小
六
年

植
田
　
千
紘

竜
南
中
二
年
　
小
浜
　
千
裕

市
議
会
賞
（
読
書
感
想
文
）

広
幡
小
一
年
　
浅
野
　
晶
子

矢
南
小
四
年
　
鈴
木
　
愛
里

河
合
中
二
年
　
粟
生
彩
有
里

岡
崎
南
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
会
長
賞

（
読
書
感
想
画
）

藤
川
小
二
年
　
平
岩
　
照
大

大
樹
寺
小
五
年

口
屋
　
初
理

城
北
中
二
年
　
齋
藤
　
綾
乃

◆
第
三
十
六
回
一
色
マ
ラ
ソ
ン
大
会

・
中
学
男
子

優
勝
　
六
ッ
美
中
三
年

天
白
　
真
順

二
位
　
岩
津
中
二
年

丸
尾
　
祐
矢

三
位
　
城
北
中
三
年

長
尾
　
勇
治

◆
第
二
十
回
新
春
乙
川
マ
ラ
ソ
ン
大
会

（
優
勝
の
み
）

・
小
学
校
男
子

矢
東
小
六
年
　
鈴
木
　
慶
輝

・
小
学
校
女
子

連
尺
小
六
年
　
永
谷
　
夏
美

・
中
学
校
男
子

北
　
中
一
年
　
藤
田
　
　
翔

岩
津
中
二
年
　
丸
尾
　
佑
矢

六
ッ
美
中
三
年

天
白
　
真
順

・
中
学
校
女
子

東
海
中
一
年
　
足
立
依
實
子

東
海
中
二
年
　
山
田
　
共
未

竜
南
中
三
年
　
志
賀
　
　
瞳

◆
第
十
九
回
全
国
都
道
府
県
対
抗

女
子
駅
伝
競
走
大
会

愛
知
県
代
表
選
手

矢
作
中
三
年
　
杉
浦
　
恵
子

◆
第
六
回
全
国
都
道
府
県
対
抗
男

子
駅
伝
競
走
大
会

優
勝
（
愛
知
県
チ
ー
ム
）

福
岡
中
三
年
　
畔
j

拓
也

竜
海
中
三
年
　
伊
藤
　
正
人

◆
交
通
安
全
第
五
十
二
回
岡
崎
市

民
駅
伝
競
走
大
会

・
男
子
の
部

優
　
勝
　
　
竜
海
中
学
校
Ａ

二
　
位
　
　
竜
南
中
学
校
Ａ

三
　
位
　
　
六
ッ
美
中
学
校
Ａ

四
　
位
　
　
矢
作
中
学
校
Ａ

五
　
位
　
　
東
海
中
学
校
Ａ

六
　
位
　
　
岩
津
中
学
校
Ａ

〈
区
間
賞
〉

一
　
区
　
甲
山
中
　
兵
藤
　
利
哉

二
　
区
　
東
海
中
　
鈴
木
　
孝
典

三
　
区
　
竜
南
中
　
林
　
英
一
郎

四
　
区
　
矢
作
中
　
Z
開
　
祐
佑

五
　
区
　
北
　
中
　
藤
田
　
　
翔

六
　
区
　
竜
海
中
　
木
村
　
智
也

七
　
区
　
六
ッ
美
中

天
白
　
真
順

八
　
区
　
六
ッ
美
中

武
藤
　
勇
人

（
区
間
新
）

九
　
区
　
竜
南
中
　
松
田
　
勇
介

・
女
子
の
部

優
　
勝
　
　
矢
作
北
中
学
校
Ａ

二
　
位
　
　
六
ッ
美
中
学
校
Ａ

三
　
位
　
　
矢

作

中

学

校

四
　
位
　
　
六
ッ
美
北
中
学
校

五
　
位
　
　
北

中

学

校

Ａ

六
　
位
　
　
東

海

中

学

校

〈
区
間
賞
〉

一
　
区
　
矢
北
中
　
大
沢
　
美
穂

二
　
区
　
岩
津
中
　
鈴
木
　
千
絵

三
　
区
　
東
海
中
　
足
立
依
實
子

四
　
区
　
矢
作
中
　
杉
浦
　
恵
子

五
　
区
　
六
ッ
美
中

永
井
　
亜
季

◆
第
十
九
回
中
学
生
ハ
ン
ド
ボ
ー

ル
大
会

・
男
子
　
準
優
勝
　
葵
中
学
校

・
女
子
　
三
　
位
　
六
ッ
美
北
中
学
校▲第52回岡崎市民駅伝競走大会（ 1 月21日）
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学 習 発 表 会
（明治44年）

・
カ
　
　
ッ
　
　
ト

竜
美
丘
小

滋
野
井
　
貴
　
子

写
真
は
、
矢
作
南
小
学
校
の
創
立
八
十
周
年

記
念
誌
『
矢
南
の
大
松
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る

学
習
発
表
会
の
様
子
で
あ
る
。

二
教
室
を
ぶ
ち
抜
い
た
板
敷
き
会
場
に
着
物

姿
の
男
女
が
正
座
し
発
表
に
聞
き
入
っ
て
い

る
。
ま
た
、
正
面
に
黒
板
を
置
き
、
二
人
の
児

童
が
指
示
棒
を
使
っ
て
説
明
を
し
て
い
る
。
横

に
は
当
時
高
価
な
オ
ル
ガ
ン
も
見
ら
れ
る
。

学
習
発
表
会
は
明
治
中
期
に
は
、
す
で
に
本

格
的
に
実
施
さ
れ
て
い
た
。
児
童
の
服
装
や
教

師
の
髪
型
、
姿
勢
や
態
度
、
会
場
設
営
な
ど
か

ら
、
教
育
の
不
易
と
流
行
を
教
え
ら
れ
る
。

写真提供　矢作南小学校写真提供　矢作南小学校 写真提供　矢作南小学校 

＊授業を変える学校が変わる 佐藤　　学
小学館 ￥1900

＊天国までの百マイル 浅田　次郎
朝日新聞社 ￥1500

＊「あなた」に伝えたい　小さなメッセージ
愛知県新城市編

明治書院 ￥800
＊今こそ食育を！ 砂田登志子

法　研 ￥1500

＊甘やかされすぎるこどもたち クライン孝子
－日本人とドイツ人の生き方－
ポプラ社 ￥1200

新しい世紀を迎えたが，子供たちの将来
は大丈夫かなと思える事件ばかりである。
ドイツのフランクフルトに在住の著者が，
遠く離れた所に居るからこそ，見える日本
のいいところ，悪いところを，勉強・家
庭・友達・自立・仕事・おとなになるとい
うこと・生きるということの７章で提言し
ている。
子育てを含め，悔いのない人生をどう生

きていくか，自問自答させられる。

職
員
室
内
に
張
り
め
ぐ
ら
さ
れ
た
ラ

ン
・
ケ
ー
ブ
ル
。
パ
ソ
コ
ン
を
持
つ
先

生
が
急
増
し
て
い
る
。
学
校
の
研
究
に
携
わ
っ

て
く
だ
さ
る
大
学
教
授
か
ら
も
、「
指
導
案
は

メ
ー
ル
で
送
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
、
メ
ー
ル
が

届
く
。
年
度
末
、
実
践
記
録
等
の
印
刷
、
製
本

が
Ｃ
Ｄ
制
作
に
替
わ
る
の
も
近
い
で
あ
ろ
う
。

あ
い
さ
つ
が
心
に
残
る
別
れ
の
三
月
。
卒
業

式
や
人
事
異
動
な
ど
、
別
れ
の
場
面
が
特
に
多

い
。
日
差
し
は
春
の
陽
光
と
な
り
、
樹
木
は
芽

吹
き
始
め
、
春
の
薫
り
を
運
ん
で
く
る
暖
か
い

風
。
別
れ
る
こ
と
は
新
し
い
門
出
。
春
を
心
待

ち
に
し
て
祝
う
よ
う
に
、
別
れ
も
祝
う

べ
き
も
の
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

ス
テ
レ
オ
か
ら
聴
こ
え
て
く
る
の
は

ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
。
多
忙
な
生
活
の
中
、

そ
の
音
楽
を
大
音
響
で
聴
く
こ
と
が
川
島
さ
ん

の
趣
味
の
一
つ
で
あ
る
。

岡
崎
は
、
自
転
車
で
通
る
こ
と
の
で
き
る
小

径
が
多
く
、
と
て
も
気
に
い
っ
て
い
る
と
笑
顔

で
話
し
て
み
え
た
。

思
い
出
を
胸
に
、
子
供
た
ち
が
大
空
へ
は
ば

た
く
季
節
と
な
っ
た
。

二
十
一
世
紀
を
担
う
子
供
た
ち
。
そ
の
目
は

輝
い
て
い
る
。
そ
の
心
は
夢
や
希
望
に
満
ち
あ

ふ
れ
て
い
る
。
少
し
大
人
び
た
よ
う
に
感
じ
ら

れ
る
の
は
気
の
せ
い
だ
ろ
う
か
。
彼
等

の
巣
立
ち
を
心
よ
り
祝
福
し
た
い
。


